
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

都市廊エリアを中心に、小田原駅から 
周辺の施設（芸術文化創造センター、 
松永記念館、なりわい交流館及び小田原 
漁港等）を結ぶ歩行者空間の整備を 
推進していく。 
 小田原駅周辺の賑わいが感じられる 
路線や、それらを結ぶ路線、各種計画に 
位置付けられている路線等を「歩行者 
ネットワーク路線」に位置づけて順次 
整備を行い、魅力ある歩行者空間を創出 
する。（お城通り、市道２１８９（銀座通
り南街区）等） 

また、策定済みの自転車ネットワーク計
画に基づき、小田原駅周辺における利便性
の向上や交通安全性を図り、自転車利用を
促進することで、回遊性の向上につなげ
る。 
 

都市廊政策に係る事業概要 

本市の三大事業である小田原駅東口お城通り地区再開発事業、小田原地下街再生事業、芸術文化創造センター整備を
含めた駐車場・駐輪場の需要予測等の調査を実施し、中心市街地のにぎわいへ繋がる都市機能の集約、それに伴う、歩
いて暮らせる街なかの実現に向け、駐車場・駐輪場に関する計画に基づく施策の推進を図る。 
 
 また、駐車施設の附置等に関する条例などについても検証していく。 

空き店舗・空地対策 

都市廊政策エリア内において、特徴のある一定の区域ごとに、ふさわしい
まちなみや良好な都市環境及び居住環境の整備及び保全 
について、住民等を交えて意見交換を行う。 

 
住民の意向を確認し、地区計画や地区街づくり基準 

等の活用について検討する。 

本市では、中心市街地周辺における、市街地環境の整備改善に資する共同建替え
などの行為に対し、事業費の一部を補助する制度を設けており、都市廊エリアにお
ける共同住宅の供給に対しても、当該補助制度の活用を検討する。 
 具体には、一定の居住機能を備えた小規模な建替え等に対しても、支援すること
等を検討する。 

歩行者ネットワー
ク路線の歩道を整備
するとともに、電線
類を地中化し、周辺
の景観に配慮した、 
歩いて楽しい道づく
りを進める。 
 

街なか居住を推進するためには、共同建替えに
よる土地の有効活用が有効な手段の１つとなる
が、都市廊政策が目指すまちなみに資する共同建
替えの事業採算性について、モデルプランを作成
し、検証を行う。 

商店会と連携し、持続的な商店街づくりに向けた活
用方策等について検討していく。 

 

商店会等との協働により、プラ
ンターやベンチを設置するな
ど、空き地の有効的な利活用に
向けて検討・実施をしていく。 

 

 

 

 

都市廊政策エリア内の商店街のうち、街
なか緑化事業におけるモデル地区３商店会
（※）において、順次、各商店会とのワー
クショップなどを経て、通りのイメージを
共有し、民地内緑化の推進を商店会との協
働により実施していく。 
 今後は緑化の魅力や有効性などを広くＰ
Ｒしていくためのイベント等を開催すると
ともに、モデル地区３商店会以外における
街なか緑化の波及を誘導していく。 
 

（※）モデル地区３商店会 
○平成２６年度 小田原ダイヤ街商店会 
○平成２７年度 小田原錦通り商店街協同組合 
○平成２８年度 お堀端商店街振興組合 

都市廊政策エリア内において統一感のあるまちなみを形成するた
め、魅力ある商店街づくりの検討（地区計画等）とも連携しながら、
共同建替え等が一体的に機能するよう、低層階の商業的利用や空地の
創出等を図る。 


